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第4回南極生物シンポジウム
プログラム・講演要旨
恨・lr陣・冊0
国立極地研究所
第4回南極生物シンポジウム
プ　ロ　グ　ラ　ム
日　時　　昭和55年9月18日（木）
　　　10時00分～17時50分
昭和55年9月19日（金）
10時00分～16時45分
会場　国立極地研究所講堂
主催　国立極地研究所
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9月18日（木）
　　挨拶　　国立極地研究所長　　永　田　　　武
南極沿岸海域の生物　　　　　（10：00～12：50）
　　　　座長　谷口　旭　東北大（農）
　　1，　Ice　bio七a形成期の日射量
　　　　　　　　　　　　　　（10：00　～　10：20）
　　　　　　　　星　合　孝　男　　極地研
　　2．南極の海氷中にみられた中心珪藻類について
　　　　　　　　　　　　　　　（10：20　～　10：40）
　　　　　　　　渡　邉　研太郎　　極地研
　　5　海氷中の鞭毛藻類　　　（10：40～11：00）
　　　　　　　　高　橋　永　治　　神戸大（理）
　　　　座長　根本敬久　東大（海洋研）
　　4　昭和基地周辺の海氷下プランクトンの分布
　　　　　　　　　　　　　　（11：00　～　11：20）
　　　　　　　　谷　村　　　篤　　極地研
　　　　　　　　福　地　光　男　　極地研
　　5　昭和基地周辺海域の貝類（11：20～11：40）
　　　　　　　　堀越増興　東大（海洋研）
　　　　　　　　　　　　　2
　6　ロス海の底魚，特にコオリウオ科魚類について
　　　　　　　　　　　　　　（11：40　～　12：00）
　　　　　　　　阿　部　宗　明　　　東大（総合資料館）
　　　　　　　　岩見哲夫　筑波大（生物）
　　～～～討　論　（12：00～12：50）～～～
　　　　　昼食12：50～13：50
沖合海洋生態系　　　　　　　（13：50～17：50）
　　　　座長　小牧勇蔵　遠水研
　Z　開洋丸による海洋物理観測一主として流動一
　　　　　　　　　　　　　　（15：50　～　15：50）
　　　　　　　　奈　須　敬　二　　遠水研
　　　　　　　　永延幹男　東大（海洋研）
　8．　開洋丸による海洋化学観測
　　　　　　　　　　　　　　（15：50　～　14：10）
　　　　　　　　福井　 深　清水市公害課
　9　開洋丸によるクロロフィル分布調査
　　　　　　　　　　　　　　（14：10　～　14：30）
　　　　　　　　山　県　健　二　　東海大（海洋）
1α　開洋丸によるオキアミ調査
　　　一特にオキアミの鉛直分布について一
　　　　　　　　　　　　　　（14：50　～　14：50）
　　　　　　　　久保田　勝　彦　　開洋丸
　　　　　　　　　　　　3
1．1　Euphausia　superbaの船内飼育で得られ
　た知見　　　　　　　　（14：50～15：10）
　　　　　菊　野　　　秩　　北大（水産）
～～～ 討　　論　（15：10～15：40）～～～
休憩15：40～15：50
座長　河村章入　北大（水産）
12．オキアミの摂餌と呼吸　（15：50～16：20）
　　　　　瀬　川　　　進　　東水大
　　　　　加藤光雄　東水大
　　　　　村野正昭　東水大
15　南極海におけるオキァミ漁場とパツチの形成
　　　　　　　　　　（16：20　～　16：40）
　　　　　中村　 悟　水産資源開発センター
　　　　　高橋正憲　水産資源開発センター
14　オキアミ類の群集団（ewarm）
　　　　　　　　　　（16：40　～　17：00）
　　　　　根　本　敬　久　　東大（海洋研）
　　　　　石丸君江　東大（海洋研）
　　　　　白井貴子　東大（海洋研）
4
15　海鳥類の目視観察　一79～80年シーズンー
　　　　　　　　（17：00　～　17：20）
　　　　中村一恵　神奈川県（博）
　　　　大山佳邦　極地研
　　　　内藤靖彦　極地研
　～～～討　論　（17：20～17：50）～～～
　　　懇　　親　　会
　　　　　　18：00　～　20：00
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9月19日（金）
　南極環境監視に関する諸問題
座　長
1．　南極における環境監視について
2　昭和基地周辺の土壌細菌
一特に人為汚染を中心として一
座　長
5　大気中のCO　2連続測定の意義
4　昭和基地周辺の湖沼水のモニタリング
討　～　～　～
昼
　　　　　　（10：00　～　16：45）
　丸　茂　隆　三　　東大（海洋研）
　　　　　　（10：00　～　10：30）
松田達郎　極地研
　　　　　　（10：30　～　11：00）
合田　朗　北里大（衛生）
　鳥　居　鉄　也　　千葉工大
　　　　　　（11：00～11：50）
綿　祓　邦　彦　　東大（教養）
　　　　　　（11：50～ 　12：00）
村山治太　横浜国大
　論（12：00～12：50）～～～
　食　　　12：50　～　15：50
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　座長　松田達郎　極地研
昭和基地周辺の土壌藻類（13：50～14：00）
　　　　　秋　山　　　優　　島根大（教育）
昭和基地周辺の土壌呼吸（14：00～14：50）
　　　　　伊　野　良　夫　　早大（教育）
　　　　　大島康行　早大（教育）
昭和基地周辺の土壌動物（14：50～15：00）
　　　　　大　山　佳　邦　　極地研
　　　　　松　田　達　郎　　極地研
　　休憩15：00～15：15
　座長　秋山　優　島根大（教育）
昭和基地周辺の蘇類　　（15：15～15：45）
　　　　　神田啓史　極地研
大形動物による環境監視（15：45～16：15）
　　　　　星　合　孝　男　　極地研
～～～ 討　論　（16：15～16：45）～～～
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　　　　　　　　　　　Iee　biota形成功］の日射量
　　　　　　　　　　　　　　　　星令芳男
　　　　　　　　　　　　　　　　（極地研）
南編で・で，瀦商緬イ笹と下端と醜間1纏・・比べてWし，凡易蔽碓・ぢ
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　　綱走）ら気温．日射量↓1．着を氷
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　　｛司じ邪据であった。すなカち，両地
　　域とも，約！ゲ月♂闇．ρ宇均の1且
　　猫ね一”w二仔゜o　で，易域～ドの浅
゜’c 長繊奴僅がであハ．／・醐⑳
　　　日射晋の矛q訂／〃クe4z加ユ＾2⑫〃
　　　αノ／傷ユであう。
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イ’w－！ピセぐ淘＊が6在し二
／o日1司〃）日射」髪のえロρ“／励ん
2虚⑦α2！｛蹴よであう地威にお・）
て，新民～kの危抑ピ1ざ希色現象が’
隷錫煕㍑議三
フ7イ1レ㊨、オ会セう小6で功うク．
　そレて．亥際t引‘．ニラいラ季件
ε殉佐丁酬1（遭過寸る機劇二乏レ
いこレφ㌻）8水面付血の看色ノ6t二図
〆『る報告0ぐづ7〈、　∂ト布が＾ア按ラれrくい
る鰭果ん生じ’4ζしのヒ考≧られわ．
図H碗巳碁地．ザロぐ瑚の着色現象の起5噸目におゲ「る嫡囲聡量
　　・昭種…地1・おけう日射量の〃綱り和乎均（・97・孔！9クめ
　　ロサロrζ潮におけう6射量の！o日闇の和の平均（〃久ξ＾1タ8‘の
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10
マいつに
?
珪??）
?????
見??
??（?海極
　南極海域τは、微細藻類、特ヒ珪菱類吠毎南繊火ヰヒ極あて高‘・優占率で出現し良、
氷中ぞ×増殖し、ネ昌色の層を形械す3二とポ　2i陵の中心目珪藻についヱ述．〔る。
古くか5知5紅h3（H・・KERユ847）．二の
藻叛ヒよ3着色層は…i辱来下面に毛形が1弍れ、
近くにはそ太x餌とす3、より高叉爪生物ボ
1菓まっ　て一つ《h≡只i周イオ左つくっZい3。また
鞄Xが融け3とご喫生醐ボ…購してベ
ントス箪にも孝・】用∫払3ヒ考λられ、南極沼窪
の生態系乏考w3上で、寿来中の蓑類ポ重夢
遍包ホ、3　よう‘二方」ってをプ三（ANDRIAsHEv　l968）。
　南極鍬中に見られ3鞠薩類のうち、大
抑分砧め3珪藻類の種組☆は、HOSHIAI＆
KATo（ユ961）ノBuNT＆WooD（1963）ノBuRKHoLDER
゜ヘー
〆試
6ぎ
69°
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70°
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36　　　　　　　38　　　　　　　　40　　　　　　　42　　　　　　　44
＆　岡ANDELLI（1965）、FuKusHIMA＆岡EGuRo（1966）　　＜元相F料ノ蚤」マンぐ方……去》
HosHIAI（1977）ノRlcHARDscN＆WHI↑AKER（1979）　　萎…合たよつキ采取セれた試料φうち，【事‘巴目
！享、多乙の石升究名によつ報告tれて’、3。　二　王窪藻＾イ憂占してい†三毛（h2検佑1てついて訴｝ぺ・
の中が5イ憂占種として出現したもφ玉才友を出　た。一っ1剖rワ0㎏IO則2日ヒ，日召和基地南方
寸と攻爪通りであ3。
・4ηη屍pZθμrαrW了Zθrα幼況3　W房ZαηS　V
卿屍prorα〔匂θZZητα励ちoθεカぬP¢ゼ．　SPPJ
B乞4（動Zp厄αωθ¢s8fZo9るち　　OosσZη0（ガ80μs　s以わ尻Zゼ8
砲oαm戸αわαzαμε力迦η．
Frα9乞Zαア勿P8Z8　r　1庇緒80｝zZαノro汲力α♪Z仇θα尻83　SPP・ノ
～VαびゼoμZα　rθZαo¢θZ．　SPPJ
〃仇2so力乞αrη7αrがαηα。8●r¢αカα38カθZZα亡α．　SPP．ノ
PZθ㍑ro8£gmα　rαηカα㌘oカZα〃2，　SPP．ノ
R海乞20●oZθηZα　rαZα亡α3　ro8カrα切ノ，　5カθp力αηopηocZS　SP．
　二臥づ、5」わカ、∂ようkこ、　1手とノレど●ζ尋ヨ状目
に属寸3珪藻どあつ。検鏡の一例を示可と、
約25㎞トこあ3ランづンkづ「うこラ目嵩（B）τヰ采1取ざれ
’αη励゜尻゜αノたも《で・厚±150αnの永σ、←F部5鋼を融解
」「ト…。もう一汚1よ、IOド71年12月2」日，　Ross畠
の（逗peB【沽坤（C）ピ榛ら在た、厚さワ0㎝∩氷
の下部17‘M竃融解した払であ，も。前毛均エ
わずサヒ着色ボ認め5れ在が、（c）で叛取tれ
たラkには．差色㎡顧め5札なか．在。＞t眠ビれ2ル
マリンヒより固史乞へ、違当な処理A脅弦、彬螢顕
徴鏡願走査翌電寺顕蹴左用‘、て勧磨し壱．
《結果6し〆者察》
　（B）τの和i組θミは、直径約50μo申’鵠i珪
藻P…WP…ゴ・吻Z・・鋤（Hust．）Zhuseボ
’％’年1月18臼、日8元ロ基也より寸ヒゴヒ東約loo』ηq6％ε占め、羽ボ8ぴF㌘αgzzαr鋤8ゼs　r＝梶力2s・厄αノ
∩泡蒐A）ピ癩ヌ．した着邑氷中｝訂ホpzθ脚・s勾mα
sp・73％．庇協。尼・SPP．20％P㌘・9ゼZ・・鋤・ゼ・
　r・万硫・尼・ノ・PP．4％ピ、中心目珪i蒙は
　o妬ユ？ooカZα　αo亡乞ηooカゼZ248　（Ehr．）　Hustedt
一ヨ重σ品で05％以下の出畦ぢプた．
　一》，
SPP・ば⊇％、　PZ・・㌘・・⑳・sp・0．8％征であ市。
　（C）τは、直経絢｜ooμσ・大型の中“98珪藁
Ob80Zη04乞30況s　8古ρZZαヱ？Zs　Roper寸ぐ63％オ…占め「ζ　b、
白・卯相鞠仇吻・Z・r・ル協・碗ノ、PP．ボ
岬％、1r⑳ZoμzαSPP．13％、勘oαmpゼαα励αro尻oα
　　　コ⇔極海域の老色氷のノ研弘か5HoRNER（c・・t・．）岡ang・i・2％－z』』・pP．⊇％なピ
＆　ALExANDER　（1972）1び、系吉うk1勘自ヒニラ辱フkφには　　「どあ．寸三。　Frα9乞zαr乞oP8¢8ノ蚤宅ぐ　」7αび¢σ㍑zα　θぐ4、型
多拳（の中妙目建i菱ボ出現オ3、φヒ対Lτ、海ずあ3左釣、生暢としては（B）τヒ同様、
ヨ〈中には見い出されな’・ヒ述べている。　　　中、G6珪i豪6く極あて嵩い創省＼ε占あてnた。
　てここ「ご1‡、　こ4k．ま〔この報告1てこ＊目違Lτ、
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　以上、外亮性のアうン川ソ（性旭Yユ96似と盲　象件仁ついての橘報阜全くなく、・今後の研％
われるo・ε励・鋸鋤8鋤zzα蛤、掻〆付薦性乞’論の一つヒ考え弓Lゑ。彰5に、着色氷を
感な・・障訪U脇娩四。碗磁鋤鋤秘す3藻類鴫朔、オなわち㌧勧坤爪プ
ボ、寿氷中に極あて竜い出麟ピ見ら紅㌔こ　弓ソ井ンボ氷中ぞ増殖ず3φか．まEは底楠生
い古、差色氷匠楼店オ3珪菱杖。付薦性φ毒の微象田藻類力くラkを骨着甚穣として増礼3φカ’
い羽杖臼左傷占種Fとしてい3場合ぢけτはな　ピいう闇懸ヒ講し了∧与㎡6り芭ぶゑ3もφ
iにヒを元してい3。監ぬ出現φ範囲．瞬廟、ヒしても興味繰1・。
?
％権S纏僻雛砲d翻酷醜　繍《晦獣。》Z撫騰　CO5廓0㊨胎C鵬3鰺〃勘陰Roper
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鱗働・毛の・曝なを．太融匂縫．
，inac・。ph。。a　d。。・・cu・。t。と末も8鎌鱗庁1討
口四月あ、ラ得ウれてし、ξ～。
（2）垂直飾
種撒，海1㎞底印底そ吐。z層・・琴・・
7・9・如噛如縫である．治k・♂㍉
下層が1ハと鼻多くコo鴨tr・多し1・
イメヅシュ当｝りの石圭藻とエソ孝使毛藻の5田月乞数；50
乞図1ド示す。海）K：石i鴇は底が1800ピ最叱　喝
層が450、Oh　2喰fヅ加・4－2♂
ノ嗜ゼは200＞ズ上斥が、30ηノ奮で急滅する。
エリi鞭毛濠は4～1卿層～・多く、暴大1相0頒
’‘ 2　♪ラ健の　〔〕ロ7　1レー6しの　　．
葱氷中の：鞭毛藻類
高檎永治　（神P大・ヌ里・生）
　1〈179－｛980年13、じ樟…岸点（∫LFuふi）、フヤソノ嗜の76で・ある。　Trachelomonas様6）tのの1
グ噛北嫌と北の緋の海氷埴千・；鉢和端ト・稀・垣下・層に集中して碑
群氷域の氷をオ獅又しセ．これまで2つの鰍し、180，1505老嬉た。
ある結果乞得壬∩ぞ発素する。　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　：〉拓♪】＜」牛のクOE）フン1レーoし量＾
（D出現種，　　　　　　　　　　　4点の氷のクロD7イノいα量と丸村別
　St，1碗～（靴ヵ＼ら1年K甑の戊綜）かう探耳又の割合を図2仁示す．1褐色氷臼24A）1訊㎎
しEラ慌㈹／70cη長）Σ5庁・！頒］Cそ、佃ヒ高・値跡し仁他・3）点で腋｛・多
Z縫∴末記録1樟の鱗臣合計28麟5見では50ノ姻〉）〈」二の却分の1藪1合が多くなゐ。
出し斥。工り鞭i毛勲証・・vi・。・bi・・1・・。・ia－
・i。1綾臓うk・，評・樋す5酬であ・図1、註美、とエリ疑・、・垂齢布．
長抹1一雄ε除・τバルトメ毎や北極泡潅　・‘ω・・L・・　〃・…白
麓と髄幅の1随趣・卿・サ゜醸
〃o％　　　　o
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　　　　　ロス菊の底罵
　　　　　　　　　穿肴にコオリウオ4斗魚！類にフいて
　　　　　岡都索明　　　　・　°岩兇哲夫
　　（東大・齢’紗ト館）　　　（號須犬は物）
南樽・撫びその周靭～蹴か；・舌、200乙ワ，4・uω鳥鯛1腱につ・・て・手．向題があ
維玄越Lる駕孝唄力“言こ鰯己されている。　ノトセニ　ろ1ゲ）ロス1劾イす童Lに生黒）しているコズリウオ
ア亜目駕類の内，Bovichthγldαe芭ρ象く、　　斜堕，類のほzんと∫の姥複を蛛才甫レた膓になろ。
Nototheniidαe，　Hぴrpαgi千eridαe，　Bα士hy－　C．机イ従‘は、個イ本敬1ニレて、〃αイ願」g培坊〃し瓦
drαconidαe，　吃レて．ユオリウオ，斜（出α一　αη玩rcがoμM」に）欠ぐ、引イ田体毛敬…L，危角rに
nnichthyidαeの仏4斗1舌．南極大陸「ら中‘∨と．　お1ケる覧的イ4イ立’柱をうψ、があぜろ。
する畑域に対レて、勘いエンデミズム屯示マ　ロス秀ノ西南施埠矢蓮種である、尼磁培
分麟であゐ。三の中で培、コオリウ才斜駕1漉ws，ぴL〃皿んノZλ㎞花rらε．助加一
蜘味血糾にへ毛グロZン玄持醜・、鯉C輪∫，6．ゐ｛5．0・吻疏6勧内、
レて矢ロ〉オし、生iε里学的小生唄，耐ヲ1く紬物質！ルの　44皇1字．才キアミ擾薩吻として、維駕填月，名
研帆材料として，丸弛年潮匡灼象物Zレて亀期の翻が才線されZ・、る．イぜの2姥、
剰用ざれせたが、劣類学的，騨騨白ラ・諏ρ微’⇒鋤μSY．　o．方励施riの亀色期の王
末だ，矛明方鳥ザ多く微されている。　　　　箆は．よく知Cれていないザ、維駕穿1に、オ
　今回，畑斉水度賓線r司をゼシターが、ロスキアミ瀞1つ違徒マう糠なi£箆t才．その威駕の
殉で行。た彦喫滅験橡蒙で，6糾24燈に丸叉！分砕パターンと闇蓮が肩るZ鳥われろ、
旦獲物・聞号、8纏89イ団棒のコオリウオ4斗駕類　　んん↓励んは．維駕朔原が弟嵐期の診のが’、
宅碓認し存．楳本博，冷凍状態で日フトに蓮ば才キアミラ昆獲物とレてケη力写す採集される
れ，解凍後，一都ば胃内悟物の線彊．に，タ裟リザ．今回の底喫では．ZOO舛励〈ぢいの弟駕
は岡センターの勘彬氏の好土で、田佐線2トL　Z椎1つ、400刷パE西ヲ威堕、が2個体辣鋪され
レ、宕伺襖形質，さ〉に一操豚、性別，弱内　た。才キアミ晃獲物Xしての弟駕ザ、プキア
悟物弩につ、、て綱べ充．　　　　　　　　　ミ屯捕食しているのに哲レ、威ゑでは、R
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朗加欲α夙封腋レて・）る励“砿泌さル，成
　ロス・契矛の旦類網目　（コオリウオ斜）　　　　　　膓～1ニイ半ラ生ヲ6オ羨ずと！食i椎の噸…イLrゲ昆ξポレフこ。
　ロスラ毎の亀頚相に周サろ報宅1才、Rεs巨cκ，
1曾61，　Aト1PRIASHEV，1964，　DεWnT，　19ワ1，　讐　　　♪裁」長1つイ半う¶吻態慢イL及τガrト嘗白勺：二聖現象一
ザあろ．二れ5のタ献φ’〉－9種のコ才リウ　仔維色，崩ピ成駕Zの形鴛差は鍬の負姥に
オ斜嵐額の内，ロスヲ毎イ寸並二で猪オ南も乙4魂〃）あ布　クし、て知〉れ．て人ツる。イ与維食，夏月における特貝
勧戊μゆあ崎拠仰WS，1匂θあρぬ
？ηαC〃んしtrμSノ　／レヒ0ρα9②あP∫～S　；oη4カ」，　Z）6しCO－
∂厄ω加η花rらσγo∂悟ωα刀あ晒㎏s，
Cryo4肌ωραρρε励θ∫励ノ0ゐノoη04mω
ゐω物τμ5，（功ノo打oば賜ω蹴γθ〆，6ムεno一
な形熊は、その佐拓樟式に1鯨・レたむの辿考
L＞れ1才揚・柊仔維駕に感、纏マの更起物や、
相w的に鰭の六聖化が1肪れろ．zれ〉の現
象rま、フrキアミ混獲物杉レて蛛集されろ、ル（
6の協んノOwo4戊ωrP・（あ庵タ〈乙・伽』’
4mω〃〃c砿の？種乙あリブ割の／o勘伽sど～勧れる），c加〃ρ〃鋤』嚇・3
内、ケ存くY毛9纏1ネ，South　Creorgi乱付亘Lの維．1彰，吃レて今字で’オキアミ湯猿吻ピして
つまリ西南施重中蛸二9葎してしぽ事が励’は報紗れてし・ないザ’、今回庖喫で得ぢれた
ろ．〈吻～oη06α劫γsωS42謝£ξは．θト゜06’S～　尺1θeオoρ5£s鋼μ励“sの維駕に壱見〉れる。
6ワ’31’s、3z°碑’E～98°2ワ’Eの菊域で殊転れてンバの維豊、で感、腹蜘曳の相対比ザ短く、
し、う阜力・〉、象南極姥乙考Z．ξれろが、ロス饒膜グ里色であう嘗の共通娼皇グ星ξれた。
幼よりの報右は方t、。今回の底喫では、飯ω・　今回、分類的な何題鳥があリ、朱同阜のま
d㎜ゐ醐励微く8姥翻…木れ（内，　ま継純的漁ω鯉額に薗レてψ、打ち
17
態的將微L、ぼ坂に倖ラ形篤蛮化の識別ザ％2纏類の聖があるのが今回の蛛集物で菟認ざ
易でなぐ姥の認端’に向題亘，巧ガレていろ。れた．この2聖の差1よ悌一貨鰭の敵Y．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ励陀にあうザ1．雀殖巣のイ鼻射c熊グ’悪〈、
　倫夕ρ㎞ω鳥魚額にカける向題蔦：　　　　・トまLの闇違ゾあ，ガピラカ’活、今のYころ判
αヲ・㎞ω礁類は硯勧で3絶c．〆・断レ特存…☆このzr勤個体敬に紡リ
妨乙τ∫乙μs／C，ρ卿朗力θ1〃t£，C，㎡鋤∫ρばが⑯リがわろ鳥方ピ，向題鳥イドいくっガあり、
報老さ舵ているが、c．ぬ’ηgo減は，　c．∠】〆一窺在さ5にち椥に調べてし）るところである。
αr粛郎のシノ＝久xされていう．弛のz纏
は、腹踊長、限径嘗によって訓別てれてし1ろ　　ロス殉よりの旅保物冴，療茄9にピって．
が．これ〉の形衡紅記レた橡に威最1舜敬糸の解η賓斜毛継レてくれた。レが
・て慢化力巨め鴻勧端別形駈は存ξレ」オリウオ糾に別ろ勿頚蜘勺醐鯨。
咋い阜が多い．　　　　　　　　　　　　佐％更皆ち9躬か1ニマるため1うは、さ〉にラ
　今回計9個体の考鳥鱒蛙比身模討レ色結〈の縫報ノ個体屯調べる泌聾ザあろ．☆櫓
※，数ヶ術の傍長比ノ体の標厳，3添の側線の笠物レの間並，精杉ズキアミLの肉係は．
の内最杯力別勧顧讐で、明〉ボ1：二れ〉の岡題鮪に鵠くの髄顧料吃物
ノ宿け得る2群グ’確銚く～れた．Lころ1ゲ、徒iik　てくれ乃L鳥われろ．
祝叙〈～れイ乞図よリ判勘「すろL，’惰1づ6，㎡一
〆ψ9ど秀痴ぢれ，一力1｛匡．R巴舗v，1914，が
休レ牝、C．αオ汐η3ωレ’Z秀痴〉オしる。従釆の
文献rま、　あまり　このイ則弁泉σ）最さ1二ついて遠へこ
て窃’〉ず、WAIT，吟16／1富．このイ則線，長診、
腹鰭表同椋威長に件う蛮貝γ備論ル充．今回
ほげ伺ぴイ漆最の個体同士でむ、明確に二の側
緯長噛鶴繊し褐う転リ、WAITの結論
には線リザあるZ青ルられ女WA灯の稲
論より、0．娠ノ卿ルをC．㎝抗πガω9のシ
ノニムビした，NoRnAW／lg39，　の判揖τ毛！、角
彦疏朱彬があろと是われろ。色だ、この9個
棒の綜2ト1才、生殖巣のイ鮪択態1ゲ悪〈、句一
〇∠加ω　sp・　2イ用乍奉｛つつし、　て　lrま雌ノ　C．6初τρ¢¢－
Ws’個梅にフいて雄ピ判佐できただけであ
ろ。叉、従釆〃）文献では．性別についZl才．
ほΣん沙迩べ〉れてあづず、わずかに、0．
飢伽τ7乙κs　’イ厘棒‘二ついて、　Pεい∫1τ丁夕HリRεAU》
晒？，が雄Z紀述レている維履であろ．二の
細’冷識別ざれた2群ガ㌦｝生的二㌢硯象備
果払右芳痴〉れうが、耗論を弘つ｝乙【1ト，｛ξ
に号くの楳クト屯泌辱Lする．
　αノo〃04培ω吻めごにおげる向題鳥：
　α⑭ηo鋤ω底には、理在，C．んw友s，
6・吻粥らε’榔亡rOS〆・・s此Sの3纏が紀載
されてし・ろ拭C．吻θ舶二は．・励α診
18
　　　　　　　　　　　　開洋丸による海洋物埋観測
　　　　　　　　　　　　　　一主として流動一
　　　　　　　　　　　　　　奈須敬二・永延幹男
　　　　　　　　　　　　　　（遠》羊フk研）　（東犬　・海ジ手石斤）
｛ぱじめに〕　　　　　　　　　　　　　ける流速口、深さとともに減少しているが、
　南極海生態糸のkey　sp㏄ieSヒもな．てい64ρ20’以南の犬陸寄リでは表面から増丈し、
るオキアミの漁場ぼ．渦動とか蛇行流に起因300～400倣において最天値2．6ωれse三1に達
寸るところが大きいものと考之られる。そのしている。同様な規象ぽ西ドイツに」る調査
考え方を前堤ヒして、オキアミの分布域こお結果からも得られている．すなわち日ephα辻
　　　　　　　　　　　1978／79年）度の漁島（61°10’∫、　　 　　　　　　　　　　　　　　　55’00W）でば海底（括0～ける流動を究明丁るため、
獲分布にもとづき（才1図）、水産庁開洋丸650仇）で最丈値（30～50蜆∫eビ1）に達して
によリ1980年1へ2月、才2図に示した水域いる。
で海洋観測およびオキアミ採集等の調査ε実
施した。本報でぱ、
告丁る。
〔結剰
　調査海域内の表面における地衡流の流向は
概して東とな。ているが、その流路ば比較的
複雑となっている。丁なわち、
主として流動にフいて報るが
　　　　　　　　　　　　　｜05°～110°E現象ぽ、
にば長径約300k帆の長楕円形を呈し1こ時計廻漁湯におレ、ても認められている。（Khi加t∫α．
リ、および反時討廻り（フ）渦η1認められている19％）が、オキァミ漁場ぎ形成する過程にお
　（才3図）。同様な渦は、100徹層にむ認めいて、重栗な役割ど栗しているものと考之ら
られている。しかし、500仇層でば規模が小れる．なお、渦の中心部に投入された物笥は
さく（長径約150k勿∂時計廻リのみの渦とな長時間渦内に滞留し、また澗の縁辺部に分和
っているが、このようなズケールの渦は、少する物衡」容易に渦の中へ移行し得る（蓮沼
なくとも］000拠においても認められている。　1978）。したが．て、漁場規模のようなマ7
　表面におげる流動」、渦の南倒で蛇行して口《ケールでみた場合、才キアミの水平分布
いるが、この流動のパ9一ンは、少なくともぎ支配丁る海洋物理環境要因の一っとして、
1000倣まで認められている。そして、海底地渦があげられる。
形と同じ形状を呈していることカ、ら、蛇i行現　　今回のブリッド調査η、う得られた資料を用
象にぱ滋底翅形に起因し一レ1．湧昇・畑脳豫とと老に渦度の解祈をす
｛ているものと考えられる。　　寸めτいる。
　♪欠に、流量ほ基準面によリ大きく支配され
　　ここでほ観測買料力、ら1500《mを基拳と
した言†算結果こ才5図に示した。この図から
収束・発散現象が示峻ご「れている。
〔まとめ］
　調査海域で認められたような渦および蛇行
　　　3ぴ～95°Eにおける海域の才キアミ
　又、3ぴ～95°Eにおける地衡流も顕著な「蛇
行現象が示ミyれているが、K拓扁tso（］976）
ぱその栗因として海底のeleぬt｝oηおよび
Se㎝0照τを指摘している。そして、このよう
な）複推な’；充動パターンにr、62°S♪ノ〕菊に言尼め
られていることも報告している。
　叉に、表面における東向成分の流速ほ、1
cm　se♂～10，徹Se♂程度の範囲にあリ、
算値の大部姻」5、娠。♂以下であ，た。　し流れぽ、
　深度による流速変化ε示丁ため、
おける61°－65°Sの翅衡流（cっπsec一りの断
面分布ぎ才4図に示した。64°20’S以北に，お
　次に、南極大陸に接近寸る海域において、
膓疋度が大きくなるに従し｝流速が大きくなる王身
象は、一般的傾向であるがどうヵ、、その要因
とともに今後の研究課題として垢摘されろ。
　ヌ、卵・稚仔はほぼ200m以釆1こ、寸らに
大棚．［において産卵された卵ぼ、海底上に生
息しているといわれている。し「こが．て、こ
言†れら200勿以粛に認められてレ1る流速の丈き
　　　　　才キアミ卵・稚仔の輸送に関与し
川ぴEにてレ1るカ、L分らなレ1。
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　　　　　　　　　　嘲淘しによる海洋化学親藻1｛
　　　　　　　　　　　　　　　福甘　深
　　　　　　　　　　　　　　噛水革援麟）
　水産方闇洋丸によ・），1？7アメF／2月がら／ア80｝患で1ま之、o・＞z・牛ノτ微の籟囲にあソ，南極ミ毎
禦議響溜購鵯瞬潔量認認欝罐誌鍔蹴舌麟ξ
な、、，その一援としてぱ塩，期酸秦の測ヒ思われるλo∧Z綱実の、）ン酸塩来皮は，
耀1轟酬紬／、。w）ぴ，告㌶麹遍滅1烈襟
‘禦鵠編蕊実鰯蹴齢議麟雛水i認綴綴鷲㍑多
素鑛ぽ纏齢1鷲蕊，N酬麟覧㌻よ蕊1裁顧誰㌫
NO3一凡）の分祈には学法ε用・、た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　は硫赫氷と牌にぷ一致し，！ゆヘユ⑳
調査纈ミよ、㌧髄〃∫°（料雛1款）に沿釈ぱの轍誇。て・、3、
爵直断面にっ＼）て，各元蒙6）汗勤叡κ奥どに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　踊劇翻顕βタkは棚敵灯の値左示し
較しなが瀦鮒3．なお，々酬鯨おて蝸価一5）．／…畷1ま綿調一吟
け磁元素の飾傾向雄4観測稔の傾向と布鯨して・・3が．ノ醐的心栖磁堤のあ
耀黍瀧嶽はク轍噸い漕：瓢鑑羅鑑盤奮
徹示し，／…減ぽ丘している俺り・昨鰭駄よソ賊抽時の嵯え帥3・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔望秦一ハン髄〕調査乗｝戯Kおけ3轍63写｝ソ＼づヒの20～60Mノ多に分布している♂0弓り
堤痛榔は駕駐成挫た高麟ヌkが・斧劾が他碑廠昧し，ビの撚績徹が
，鱈にも蛾β水蘇存抽てパ姥頚ヒあ勃ク・卸P庭恥て兎※礁。献が
慰蝋る．却吻｝灯の徹示し，郷力・ら館姉｝灯睡・・醐酸」ぱ視して，硝酸
ノ⑮憎髄国砿4飾㌧ている水塊は、塩鱒雛素θ代ゑてし，ゾ酸塩とのば
硫剛薪灼・対肉してい3べたバの〉，嚥3－6）．肝期！ぶ川ε蕉し鯖
雄は南擬赫に却る耕繊縁して（け7∫）鰍駄耕で求めたρ．7・ll二民校し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　為…値が得られた。＼、るものと）邑われる。
〔勺職摘極劫ノκのケ優塩鼓は．徽郵の澱庭三℃麟。滅1ミ
3C～ア）刈敬芝示した（刊㌢2）。箔1ミ湧零f見象の　したがいn鍋cソcいc～。．Fもとcγcllc△／V，△Pε
鬼い噛鮒近にお・・ては表ノ引ミきでクo醐軸た．醐生産M麟日毯ん晦・叱す
弘よの嵩・、値が測たされた。④一ノ20内敬を　31㎞臥源の痴列くで’ま、〈』ノ〉。＋△〈いω
麟鶴±㌶騨i鵠嚢誌醤：㍍△P蒜晶こ雰㌫1禦鵠
ミ彩元Kな髄柳醐に相当して・・5よう撤経れ5℃寸3て，△ρ・糸・よ・ADμ．とな
ご㌫葬漂i離ぴ麟㌫手1、1㌫ご鷺綴綴謝誌㌫㌔、
も，ぼぼ斑零付｝丘一とな3．これらの耗…累、から　調査i衡域にあけるn。竹Cycl；し〃。　P⇔信，／V。り騨拗
，調査楓内恰け錦繰鰍砲・鮒丘・▲3・｜（22（26），畑吻・μ・α1（ψ3／調
λワ蜥∪・下昧して⇔（F；δ一3）．P・川ソ．布燐は一い蜘鵠し鍮に畜bで・、壊
　　　　　　　　　　　　　　　　　21
虎の海玖であ3う。
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　　　　　　　　　閉洋丸によるク1コ日フィル禰駿
　　　　　　　　　　　　　　ム県・建二
　　　　　　　　　　　　　　（東南犬・吻詳）
1、はいめに　　　　　　　　　　　　　3、綜　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査…厨域2重東i径／00ρかう120°まで／9！79年／2月ノ2日よリ／9ρ0穿3
月8日まで、水産庁開芽ヌUくよさ南極恒オキ紬刻こして5△ずつ，5っのSec．に〔茎分し
ζ謬≧鞠書婆曝鴎㌶㌶驚鐸麟：苔
調査宣お（なったのて：その結釆につ、、て穀了状K見うれた。そして、葡査海域＝
告する。　　　　　　　　　　　　　　　ρ、95”％・乞Sec、1の50m盾で得られた．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sec工Kあける名騨ほ・のフ日oフィ1し久2．方払
　上記の調査藺域に，36点のゲリット蹴1蚤とく既の鉛直分布セ図一ち’て示tた、
点セ定あ，0侃か、う200〃tまでの／0雇1（　クロロフィ1しα受のピー7は．504n層イ才
　　　　　　　　　　　　　　　　　並K勿〈蜴し，それは0『の鉛1亘分布力＼ら／フ、｝て株～｝（し，分祈芝ζ才うミ1まっ≠二。
試水は旅陥直ちにノoo－／50仇2ε示鋪磯度麟ピー蜘て、、るように思わ
ゲラ入ファイベーフィル弓一でう週し，そのれた。そ↓てそれ♪人派では，ク1コロフィル乱
つイルり一X超彰難左装星ぞアヒトンに柚量ぱ徽は蕨ケを示した。
f‡ミノ違八こンタラ薗1［した．後，ター一ナー皿き皇（蛍0老、競こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　調蜘域に才うける表層のクロロフィ1レ久受
計で〉則史した、。　　　　　　　　　　　　　　の劔度褒ンblま，乎均但て添すと、61°S：0、
　61’62’・’〆〆s　6r・・〆・’〆・21土o，09（5〕，63°S：0．／7土o、o
｛?｝?????
150　・
［??????
酌Seぱ闘う加袖卯舘直郷　　厨．z奪ec正
　61・　　　　　62．　　　　　63．　　　　　64・　　　　　品．S　　　　　　　　　　　　　　　　67　　　　　63・　　　　　“・　　　　　価．S
1・・
200　・
鼠3　～’e（．正
?｝
??
図一午　Sec．瓦こ
9　（5），　65°S：　0、16±ρ、07（5）
（単位：帽ンムs）となった。経変あとは
，各Sec．の平均値で示すと，　Sec．
1カ＼ら，0、3！±0、07r7戊，0、Z／±
（λ／パ7），ρ／牡0，07（7），ρ！
9±6～06（7），611／：〔0〃3で♪ノとな
った．。この結果ガ・ら，表盾のクロ日フ
ィル久童の級動巳1ま、緯彦二よりも経
度耐ボ柱く，勅へ向。て知ロ
フィ1レ嘘畷舛瀬向であ・た。
図一SCec、v’
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ユ、日約
　一鰻｛ミ、勧物プランクトンが日躍｝勘多壁力
をするミヒぽ良◇セつれており、ナンキョク叉録か∋、念計lsq2個のオキアミ群と判
オキアミ（E←±幽）｛・つ揃さ縮疏tひ・、て、その深訟時向亭（
いても、　｝！1〈瓦Yr（円62）その他り破看｛ミ　L．T　llO°∈）につuて梼寸（rミ．）無．反応
査調〉???ア
杜
???丸洋
　
続噂鰍　嚇
㌧
　　
）?
? ?
い開
よる言雫細な報告がなさXして人、る。 のよ隈と下限の中固声の深笈として、2時
本調査ドおいて、その鎚移動の一辱困で向毎り灘別（20m回簡）り群⌒（
ある照度（天室照度）を漠使｛n．さラに、　％）を求め、才2図に示し医。d吉、調査
爾畷量を肩するネッ已用い、る層の旦中・じδげる毎時夢拝均腱力’鵬求昧、照度
幽上ムき抹集し、鉛直分干ドついて若の日周変化t～司時にオ2図ド示しrミ．
干の欠児ξ得侭ので報告する。
2．方法
　ほ↓ぎ｛曾時び504時の「司Rミ昏1定され医
lOα疋ux臥下でば、0～20亥、層にオキア
ミノ謬雫の出規搬ぽ最も大寺く、その〔頻」と1訂深
翻凱（2539｝ソ）｛斌る調査ば才！図産ととも｝〈滅少しひ・る．そして、8・微
しミ示しrミ違域ドおいて、1『80年［～2月1ミ深て’ぼぽとんど寵⑳られ了・ハ勺・い．08時ク・
」醜｛㌔用い醜倦L穗、①㎞NTL－∂パ時の画t測赴れ艮約2川o“2矢以
3。00（S7『〉型鳶⌒（梵κ○、②よで鳳20～40η脅【ミオヤアミ群の出現
づシカワ、デツキ用全天照度計MODEL　頻蝕属…も大きくなフている．漂、この時
HI－▲、◎KOC－A、　KWT、　ORI一画亭でσo～えo亥層ヒ4・～6ρw管じお・
200ネットく1’どで』ある。なお、、膿と才キ　し丁る出i轍ぽ、ぽ（ぎ同じづ蓮を．呈していっがこ
アミの鉛亘分苧との対）疋庚際に、ノ燃桟40亥以深でば渠度ととも‘ミ城少・している。
（ミより得多れた資料を用いrミ。　　　　　　　セして、　／0αムス臥下の齢と異ソ、’0
ナ1図　調査～嫉図
30°S
40・
5げ
6げ
や》ノoow！看｝ぐオ千アミ評の緋が認めつ
れている。
　おに浮よ移勤σ、・6時以障の約之・／0“
加ガ5／〆ム川ミ汲りする時向亭K、舌医、
聯勤に04時妖膏のz・！03ムカ・5ノ♂
飯こミ献する時向幕己ミ｛醍される。（ロバ
・て、沈蹄動情蝋る麟し竃ぽ上擁り
の齢tミt比穀してノ］、さし、こと0寸｛芭定さ爪る。
　これラの場象力・∋、禰ドおいτも、オ
キアミ．群り今弄の中ベンがρへ40η帝ドある
・しならびしミオヤアミ1群の副離移？カと
照蔓ハ向｛ミ遊偽相庚風泳の∂5る＝とが罠めラ
れn．
　次に、株秦綴中が30亥未満の蜘tこつ
いて、抹淵ミ綬と子吃疹奉長の庚渇sε才う図ド
ホしふ同図・・ゴ抹集時刻ξ蝋してオえ
蜘ご、オーやアミ群の＋吻械（r糠澱〃喉
く守る1こ一フれて大きくなる砲向が］認硲られる。
25
ま「ミ、およそ、シ8プ々ρzレ（下の！」・型癖ヵ＜307z
沃浅で榛集され、、およて4／亥勿臥上の大型
、群が表ノ号から90坑随まで’じ辞1集ミIKτし〉
ち．こトうら現象ウ㌧ら、オ・キ了ミ群の日周鉛源i2°
直移動の㌣ぼ、本調査資科ご檜するかぎり、度3°
小型群で～嚇亦立M・ミく、大型群引滅（訊ジ゜
層・・うク砺髄〉τ大き・と、着溺れ畝
さラにデーターξ菖橿して検討するtぽがあ
3う。
　翻魅｛て渇煤澱と怯地～剰係わ「4
図1ミ示｛呑。閉図びづス「ヤアミノ群の性比鳳
弄ドδるメ三が顕著τあり、4‥〆寸泣ε嚇
としてシス、浅tこ～1洗力“多・く・ル（探しこ（S雌ガぐ多く
なる傾角洲誌リラれる．
　さうこミ、）月き1日、　64‘4δβ，　ノノタ゜
49’ξお，よ・（〆2肩18、　∠4◆43’ハ三｝、　！！タ゜
子〆εび了われた～司一煉ドおけr源状及庇
の層抄影榛（ミおし、ても、オヤ了ミ弄つ千均俸
梯　長（頒斑）
わ回玉…．魎の株菓・糠と十均鰍の園泳
恨および雌の♪呼が絃ヒとも（ミ猷す3傳藻2°
）向が幌角〉れ1ミ。 ?）??
」｛Lの’仁Eエヒ　（％）
づr姻」三…聾』｝稗深主ヒ惇比・園係
才2図天皇照度と，熟廉1寸るオキア瞬の卵涼良”
26
★込±・鯛縮で齢“ぱ魂
菊野　殊、
（丸大っ1～産）
〈桶ε〉　　　　　　　　　　　　　　　　　っいて莞えらことがで3」．
函±…生軸・掴極淋齢ぼば　！）4伶μ姫・舗刷可綱鯨
重れ2L生砧めク由“、その鞠靹、生怠　‘〃1・謁冶・かPあ・」ぴ樽κ醐す峠験
存磁鴫1吟顧乏い。野タ↓・・舌け瑚債4誘左表1zホ時。紡、飼育・噛・‡酩
碑又1時章で66力司時に束粧郁し、実℃ゼ和、2例醐・暗黒9聴でま、駿州な
鹸観繰ま試ける≧ど5勘楚的知見左得ヌ丘め　わ帳薩。
ヒば犬切であう。　　　　　　　　　　　　飼育7kの友換ぼ媛喝φ々’ドま｛象扉1η屹スト
瀦・才砕84械閉蹴茅！繍稜海調・クレ、∀紙バW画kま／－2θ・・！目
香碗ゆの遮次、牢棟の飼育文試ヴたεこハ飼り菅1台で6↑ぴ．た。
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のピ秀えヲ久う。
縮・ぽ無か・傾和靭矧～・碗ア
したボ、そのう弓／8個↓干は妾仰腹灼20θ
闇で庇れ、2・個｛和かアダ餌ヲ’・酬1で死
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’瓢・を4†左雑い・綿・拒酬麺才句プラ
ンクトンま蕗・崔了うこ・夢玄藪あη、れ
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直、打野臼‘赦授（牽’1（丈）が！鰍4ヒレて爾
いていうρ期4！ごe〃ム‘94お血で♂膓と恩杉れる
訂“、’す、沌θ惣博士κ♂“めθ凍しちα〆
㍑嚇㍑、鑑殼1雛：轡乏
表1．6例の働P●」び縛化‘ζ闇了る実験舞果
図1，大元森聖卵、幼生ノ飼育鬼器
田2、孜富習旬’、幼生個育客碁
寿水
束験
NO、
総産卵量
　個）
鬼器 rビン当’ノの恵度（個敵） 例数 解化θ紋（日） 鰍L牽’（％） 備　考
1 り218 　　　■0．5 24う6 1 一 O 全卵死亡
2 12う6 　　　■0．5 2472 1 一 O 全⑲アぐ死七
?
りう20 　　　隼0．5 2640 ? 一 O 全弓γ庇七
4 寸140 　　■■? 約う80 ? 7
　　つ）約60 ノウフ・リウス期で1死七
5 1251 　　牢●O．5 約2502 ? 7 　　2約う ノウ7°リウズ期て況七
6 1688 　　　■隼＊
O．2－→O．02
杓　　　゜叫
糾0－→750
? 7 　　1）約50
轍乙総叡嚇マ3％
（2♪個彬㊨ヴ〃ウ7°リ
ウス　ヨで）成長
；†魏箒り三謬翻縦ごユ1歴㌶綜註霧鷲蕊絃鴛）鍵鵬鷺
1）轍ヒ勧日a2）鱒化皮14日目
28
脱皮と威長
　」秦［京米産大醐嫌『欝沿海薦丸による醜
綱轍勅・lqη8剤胆8日フ・・治型（ワqM8）・八型（q釧24・8）・極・1哩（ミ燐
ポンプによリ生きたナンキョク才キアミ幽45㎎）の4一殿階のナンキョク才キアミを用い
幽　を身9数才采集した。これらのズキアミ　て船上実験室で1則史されたデ永速度1ま、同一
を、与i沿上で叩さ約0セにイ呆った噸「旨装置中イ固体で・も犬きく変イヒし1㌔。すなわ3、天型・
芒飼育し、南極洋より子采集した埴物プランク中型つ1＼型㍉極り1、］里で≒〔れそれ3守5～194（平
トン左餌として与え、一部は禅耳と呼吸の実．均B5）・・rO僧1孔5（・乎均2α3）・40～23、8（平均13．1）・
験・・痴た・帰国後は東京・陸大学資料館の067・185（干均83）刷個休・時⇔・た．個
豹o、㍗cの冷凍庫予備室臥主として尭養瀦リの鞠沸K速度は丈型個楡最モ高く，
ぽ＝．』獺として暗黒中乾重量当りの平均炉＊速度は檜M薗抹緯モ
逐餌育した。　　　　　　　　　　　　　高かっ1≡。牙キアミカ曳主に麟を摂餌す5と、
　脱友なうがに成長に関する実駿1ま1？η82斗4喫験に用いた才キアミタ㊦探集され五」海域の・
月婿1・行・た・』轍1・ぱ酪12㎝高さ12・・㎝’4隷㈱う3㍗9〃）隈廠得ら脈
の磨高シャーレー左用い、才午アミは1個体最欠ナ水速渡に基づt・て計箪すると、極小翌
ずつ亦離して飼育Lた。　　　　　　　　　才キアミ1蘂勘oプラソクトンから1日当り、
脱皮締は16－26日詞・たが・勒闇隔解一齢柄の械炭素と舗す試・ガでき
は天型イ固体で，長く・八型｛固｛本恐は短力・い頑向　る。この4直はLαsk帥（lq66）メ寸五’幽≧≧乙●推
力くみうれ、背甲長（㌣初励）と月鷺皮闇隔（り（日）定Lたイ直に比尺τカ、なリイ昏く、才キアミはそ
の鷲織麟；畷：離☆3書鷲驚遼鷲：餌嚥
月の釧育で、多くの個体では成“長la認められ　飼肴条件下のズキアミの個｛茶当．リの平均排
なかりた〆、八型の敬個体でぽ威長が認あら＊速度1よ体長の増加ととtに丈きくなる榎向
れ、その成長はほぼ疎的で・あリ、ど＃0ρ124Xがみ鵬れ、体長豹30崩mの個体が最高左禾した
＋5820（8・榊長，γ・日敬）の回帰式でパ⇔1・体長列勧0弼と低下・仁餌料
表わすことバ陸にこれぽ抹長1・輔し、糠とデ永速度の悶には明瞭心蘭條・弛られ
1日当リα036初甑、　1左ト当リ12q3mmの」戎　なヵ、）アミ。
長量に租当する。　　　　　　　　　　　　呼吸
　水産庁調査船開洋ヲUこよる南極詳調査航治　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チ給上二においてウインクラ『元玄、によフてラ劃1定
にδって得られたオキァミ1さ、lq80年3月8　され1ミイ本長約zo～50湖加のオキァミo酸秦荊
日1・蘇・k猷鯵料館繊0ワ゜C・冷・韓昔量は・淵一・、188メ0・如砿・・輌・b・祐
予備室に根託収恩さ吸上記と同様のオ法で、　った。これらの値ぱ阪Whi，，ie輪占w，ciMk（
培養し越幽幽Z』及び耳本配昏餌陥＋）におて得られ国直とよく一致・ひ，
料抹式斜i土入工7°ランクトン左ノ餌として，脱る，
皮、成長，摂餌呼吸の嫌治．た．　　室内飼有・ているオキアミの酸熱髄は
脱友闇隔富12～25日で，前述とは異なり、船上で得られ則蝕児か⇔高か・た．個
文型個体と爪型個床で天きな差はなかフた．休当リの酸秦ラ績量庶体噺の増加とと壱に
脱友殻の乾燥重量は、フ「キアミの乾燥重量の増加Lたガミ、韓量当りの醸秦ラ肖廿オ差に
63－11、o％の闇1・1巧つき、Cl・・k（lq略♪秘し民
の2．5～3」％よ上）毛高1、偏亘を禾した。
　　　オキアミの飼育
　一才キアミの」契餌と呼P艮一
瀬川　進　　列簾光雄　　、村野　正昭
　　　　　　（東故）
　　　　　　　　　摂餌
　　　　　　　　　　南極洋で採集しr訂こ型（乾重量230づ）、中
29
南榊k励うオ将ミ輔賦ツケ嚇長
　　　　　　　　　　守村　　楮　・高娼正　憲
　　　　　　　　　　　　　遠　…キ　・K　産　奏　諌　南　」弛　セ　ニ　タ　ー
　　1．8　的　　　　　　　　　　　　　5由酎，エどミみ｛～）3水》猷で，す午・、．
砲麟蹄⇔バアミ樹象とは躰現已遵暴賊綱とり蝕小ぱ心
むり…亀泉廟発ハ8’9クz弓・基末？カ』ト丘§赴）‡、
し・遣9歳鼓量，よ！，7タ／P。」トkは9ク、　幽
o∂。払膓k違い2、菰集と1て決斗k更養　Φ、入コLア…きト▲哉一…・一外薗i蝋船う嘉、蜴
いフ担。仁〃・し・者業船翔）和乙・・5◎．ノ4⇔一ドづ〉ド．プヅエ足λ予入L
豊場）武軸輪り一碑う舟貞㍗しがなΣゾ、車　ハh一スト錦A（ユ・‘～3・’E）
枝島ふ★k広4㊨布」之・、きオヤアミう壊霊　幽
劣布画は杖タ〈在良1い・5のみ、禽場ヒ、③　エレダビー〉♪ドキ全一・日ネ譲躯り主
Zう弓能椎皇匙ギしら・　　　　　　　　　　　　漁吻
　又・轍網k㌔な紡ヤアミパツケ州次④助・・ク入〉〉ド．ノづ〉り一・一入ト
な令拓★㍗の木糎し，ぽ●，サ6“せ・・ゾ，蒔　ユキ冶（加゜〉／商゜⇔・一一喝峰ヤ今塙も
期駆歎峨鏑和培瑛パ・・5う◎らづしク⇔＞k’・バ〉ザーしコーλト
τ㌔パツケ今里9叛璽区タミ竹阜・唆k一足賊
書れ良
　　2、オ　汰
→・宿（ノ⇔10　～／¢0●ε）一
④ベレ＝一紘付返ヰA
　邉詳＊蔓1ミ鳳蘭畿セシターエは！ノ7♂ヨト②　ペソ⊥グ’ヘクぜン蛎｝虚
峡未い水禽去浪か」相船し尾調］t帯×よ》ζ　②　繊ト妄巧オヰ・在，
・入。己アも々・5ハ｝モー吟〉ド坤A・づ民）調互kよ・z、峡k路白哨バ充見
エ膓デピ’一ラント坤合、ラィ’レタスラ〉ド坤生れS司魁蓬ボろ占う。
架芦誓鐙晶享《ぎ銭：1
詞調査註趣い右鹸う趨θは那し
z性ば蔀極』査必k旦パ点偽撮象tタア・く
⇔　瀧具は！，72う・ミ球≧家・鴨トb－
↓レ銅ミ昂・，た。
　又、オヤアミノぐソチリ謀象｛＜，さ・詞査も⑪期L＜
は這視k頼5却●がタづ・・＜4≡／タクグ／1
クバ暗1ぱとへ鴻群択知寝kよ魂康恒
ぷり歓εキ崎・註之硬甲し頃・轍k
匁柱融二相ま、調互鋤・か⇔叉・賦ヒも
爪り一又しそもりる・・培・、ミ9そろ言己妹k
虫更下b影倣ぽ雀がっ・っ異与5ミともあ56・・1’
、ミ・否・ま↑さも像亘勿k1ポ周底薮がユ・・
kC之・∋⊃トさものε茎拳としτく⇔
　　3．結　果
　　　u）あ掩島k柵δオキハ輔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南筆セザー藷皇禽ク』ぼ剖舗萱晶良・≧4甑▲峡H嘉掲卑故洛kタ号亨さオヤアミ違串極族未紘エジ、
未》汰xなミも叫峨句し之・・るバ．堪兼漁寅
にたえ得う掲Lウ群う竈及・広乏・永縦渡うち
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ミ帖鳴勘仁λEア畠と南趨ヤ島西
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ側坪θは両恩良請し氏㍗ち5ザ、えう廻q軸」　こ眠ら⇔パツケ子操案9鯖象X唇杏＋う験ラ
妓畠rk靭、　　　　　　　紬（けクり紬☆・・5諏ぼ哀埠嬬・戟・い・い輔
∋⇔k煽勲㍍よ〆！吏腫婦し．蒜浅暖溺・（廿）で鍛良樋k⇔’的桔巨
水9力吟細サ3帆b毒★ゴあう．ぐう浸象、x4もりk奪5・月里ボ寄已→ちフて⇔・
バス・シア畠k幻巧鴫疾やゴニダe靭畷璃・⇔的もちら・縛㌔モ
ー うエドりような岬暑杷婚与影零と皇ウき　ヤ叱ヤぎうもり鳩鈷象ζなS生・・。
鵠輌言芸試こ芸ぴ’ふ＞k棚㌶農ぶ芸㍑漂畿鷺繋‡
　杣う遼～冬がろか晦義k勅較乏承う藻場はxg。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牛勤り川～1ユ月民曝礎童（爺足申
毎棺一足して・パメ・’，ぴ助あ］裟のフ傷・・由パ眺肪ツト沽ぽ・・う）り8ば“も
炭り魚喝1エ不童裏」k・与つ乙・・う．．　　　　。多・・が凍斗k矢壬く字り．蓑毒堅・￥里忍
　拠刑k瀦培乏ト㌔・・よう斥操餌k、‡大塑≒1（→枚kなうようk真大ぢ3．眉虻ヒ」芦▲r）學1
⑭蛛・・“い乏ザ・’　　　翻氷・’＆18畔kい之塙すムようひ
特：’ミ《㌶二蒜急鷲こ芸鋤～亘㍉舞輪、、紗四杣、づ、札
・註わ契微葛憶も・塾曲蝋・時粋嚥良嘘・嶋畔・⇒上し玉蘭戚下
k破イ躍激・…　　　　　　すうパう髄聾sc⇔．◎い1～・柵晦嚇・・…1・、川戸パよいか・無・け⇔・坪つ散曲り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，貝中りノξツラガワオ　　　　　　　3ヒサミダし誠と●）しマ繊註5もり・サう状態り観患k翻
・㌔月珍和物グし・酸長オ珍軸ぶ拠幹が恥随下い緕k蛭・
冬ガ・あつて斗佐万剖で・亀さ．芝り尺乏ミ竃、やiし㌔くく｝も。足、z・叉葛やk）審さとどこ
監ミよ～5“う4りが5挙めkなるX｝ok　φ’Sとも与く砲状≧与つ之▲規ちま。こうミ
甑k違す、奮うもちさ・　　　　　　　　　べkつ・・之異体‘～も湊料う含鷺吋vつい、与
　含直悼』t8、撫群裸知寝k言ζ録之人ら豹櫓こ・、が．忍Sく庄苛勺男乞肉蛛があ0りτ塔文
、扮・。～3・パ・髄柚・醜は身・②と尋眺も、恥1へ・艀遠項は
鴻バう提」欠糎已．・かい縫・・奉・・蛯■ハ・ご・・う・辿㍉宝亙騨
蜘了㍗lOノツ▲る・友低Σ十う～二患ユ咋簡C　t狩つτいら。
各・も横中ザκ叔奥kなヅ紬首へなら．ミの
溺扶は復◆文人51鳴合もあフζ・爽i康は〃な
9復稚な6う桧、なる場楡♂タ・、●
　　　　　　惑と　　　　　　　克下
　　　　　｛　　　　　　　　　　一
　　　　槙叉　　縦翌　蔀里　塙呈　　縦望
　　樋一一諺rw三「じ
　　　　　　　　x利’状・　　　　　　　　　袖 　や！堅 　　鍛里　　　，ミタ㌔宣
　　　　　一疹工　留
　　　　　来紅ゼ　　　モヤモヤ
　　水も　　　　1‘　1　‘　・　　　　・；∴ごご二三二∵
　　　　　．1‘・・　　三ミミミ吉こ㌔苧’
魚蝋㌫霊濃芸㌻魏）
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?
いつに
?
微僻W6団?群?類み???
?ー??泊
研㍗
お袖み類の群については、B工州A5型の樋噌料としてき勒て重要Zあるこ
樹画にお嘱敵鞠準物撫専m家グとが明うね・に酔ている．ぶき劫の蝶団
ル〆一アσ）4下業搬ヒして殼置され「こ「おきあ　の形態にっいてに〔いくっかの断片的硲記録が
み主物営」の報告、およびM似ぴ㌦（1990）あるが一近斗南極洋の互≠1こついてわ’
にエll考え方が才1図に示すように提案ご］Wなリ弩数の覆料が集めうれている．
麟㌧璽撲：ぎ；；7欝蕊驚ξ【三畿こ襲霊耀㍑㌶魔
よび5Cんootに相当するおきあ冴群わぐしばしば行ナ抽札ていろ．M久rr（1りもユ）、根本（日80）
観蔭されている．これらのおき、ろみの群集団によ・て示される如く、不足形のむのもプい
はきわめて蹴ある主態白例象で、主物重のが、湾上群集団は往30耽程度o）円形がウい。
齪、主態系特1喰物絢端いて丈きす聴
味1…もっもo）で’あろ。ここZ・・1工特に鞭
洋の互『』←の群集・団（S甑Yぴ）
にっいて検討し仁．あわt二て他の動物フ゜
ランクトソ、マイフロネフトンの㍑キ集団
ヒ『）力寺性⑳比較も重了†輻つ†こ．
　〈’蚕料〉
　賀料｛工lr勺ユカ3　i輻およびm6／7勺斗海
洋・1く産濱源開発センターの椚置舵｛こエる
もの乞主1こF自い↑こ．
　〈緒果〉
　ぢきあみ類が営な群集団乞っくること
は特｛・いく功・の愈こついてき忍められ
る・倒えは南極洋の互』〔、
くる種｛工、ひげ鯨類のう51β舩肱w議〆
　ニ　　い　でロ　　　　　　　コ　ひココのロロ　コのロコのへヘ
　　　　　　ダ　　　　　　　　　　　コ　　カ　　　　　リ　　　　　ゴ　　　　　　ク　　　　　　　　　　　　　　　エ　　　　へ（：Sch°°1／ニゴ∵，・W欝・・、こ・
　　　ノ＿　．叉ξミ　，　　　　、　’　”　　φ’
　ノ　　　　　　　　　ヲ　　　ノ　　　　　　　　　　る　　　　　　　　プ　　　　ロ　　ク　　　
㌻≡1ζ嶽諮㌻蕪≧
’i蟻麟iき懇i響1：1｝
　　、パ㊨一ρ・．一　　　　　　　・　一　　　　　　＾　　　　一
豹図 翼緊＝断ら
矛2図酪ユ・巾斗1糎洋の海表膚1端1陥
　　　　講撒鞠の癒角網
??
　　　　　　　　Biomass（9／mり
　才3図角網ドよる採集試料より推足し「こ
　　　　三、r群集団の鍍
32
鯉榛知器によ・て検出ごれる、働
M層iEで下分布する群集団は、数K鴛
に違す6ものもある。ま「こ、風⑳方
向、流4叫こよ・て群集団の平面的形
態・にL’菱イ巳し、密度ρ▽変4っること1こ」：
・ても緬的・立体的に変化する・
　海洋に分布すろむきあ升類の密度
についてに£、総観白サよフK平分布o）結
果が、M卯τ（1『6ユ）、　Br滅σw（lr62、
lr73）、　Pom）MしrevζしG『66）、ハ「eγn5亡b
（1『7θ）≒ξ一iこ」二1｝報とモiご「オ）Zし、る．　こ
の分布1勤叉は、おぎあ叶類のうち集
群群集雌形成す確の存在とセ
の雛に工q影響され3が、締果的
に〔工伝播型分布（（ら⑭仏sぬs砧一
＞106
ξ↑05?
㎏104
8↑0’
乏102
矛4図　重ガ吻アランクトン、マイつロネフトン
　　　・体長嚇成†祷集団の離
b両し）の図ヒして～下される。こ0）齢の麟乞う｛丁て、」二り竪↑ぼi緯団をつくつrこぎε果と
度倒・・。〆当り数らD・・｛回本離ρ燥も商汚之弥る桐づ榛団1・ぢいて癌度1簸
・緬として瀞柄ぺ・じ較的短時間【改集化し昼酸化も乱い・動物巧ンフトン1
が行ず絢転巾・っ密噺集髄っくる勧エ、マ乃・ネクトンの癖団1・つ・、ヱ氏肩鍼
蝋ば鞠陶・醐る触幽一・猷・）ぱさと・癖団・祠跡蜻の向・こ・
い，000／，00θ㎡という価Pl根本（mのに工個体わぐ丈にアムるヒ個体密蔑がh・さく丁己ろとい
日守尋rフ∧ンている。　　　　　　　　　　　　　　　　　う1琴糸わぐ、根本・ジr井寸（lr77）　しこよ・り提ヒロさ
計慧籔欝慧醸凝ξ議鵬芸篭義；；ぷ轡〔こあ鍵露婬㌶’
あみ噌随エ・備髄く樹財ることP《・†蜘紅し之認妨旭・
ぎわめて重要な課題の一つて・ある．こo）課題　ぶきあ叶類o）群りE本萢については、ツ拝
1・っいてはネ・トに畠纏試料、お’エびくとエA柑《、随反β繊・
音疏薙によう額測足のユつの誠τ解祈5Ww・おエび石』・2｛・井する語わゆ要ヒ
が’追グ）らオしている．　　　　　　　　　　　　†よる．　こ々しら｛こっいてじよ、戎のよう1こ最現し
榊洋｛・おいてバメ鰍および似4㌔⇔「「こ・
o井甲寸角網1こより、海の表面に君仁しrこ互
〔の癖・櫟集し「・繰1砿れば生物
量で叩DO矛～ユP管／㍍3〈ろi面がまさLrこ．しわ’し
最其で惇／㌃降～3。κ〆というi働もあり・こ
れう1縞きあ汁群わ網あろいし搬｛・よ3影響
A辮・榊ひ群（む川僻がり）
P。尤・レ　　集群
βw　　群集群
，Sw久㌦　　　群集団く’¶もユ斗枝本提案）
ぷ吻。£　　　足方向足位群集団
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　　　　　　　　海鳥幾の自視観禦一ワ9－go年ジス・ンー
　　　　　　　　　守村一恵　　・　大山1封予　・　1力藤楕彦
　　　　　　　　　（神茶1鴨鼻†閣　　（穣邸葺）　　（極世研）
麟＊酋源綱セン？一晦丼才朽ミ1舌ぽ7ア年』ぼはピ㌔嫡・・麟τ・
謂査重南不と海τ渓施Lloき。才キTミ調査葛5。げE－〕。・Eに土王嚇負座×楡…　七司㌔
み一環ヒ1て海・鳥・海獣類の日視観察｛漢査才mオ入の自硯位督詩・紬駈く～へ・エ←二尺
し10S。本靱七はけη『叫甥0与1ニエけきく忘陸苓・ビし百。毛こピヒ闇連ス5メ・しし十＋」O、
濃蝋9β2外ン母船）、おエ、）え旦気（34rトン、独ξ緬臣）t以上オ千？ミ翻旬∫。。カ～k輪w止γの合平特勤
駆勅詞（巾3・トン、鱗覇査）・3艇60〃日ぴ賊味叙殿・購珠，笹
1こよ誌周爵舌果・し・あ3。　　　　　　　　　　　　　　　　　　一｛Zo・玉じ集寸［v坐現頻ぼ言く，号入塙
撫適士ぷ≧いτODE－1又・°E，も3°＄一数は64°33’S，し0・°§r’E《㌢・・・…あ沽。
18°Sて・・みづ］三（図ユ）。　こづ海］際の法珍穆畢t南司≒こ職は6〈「。団ぶ，（0ζ。18’EのCパ・。
　　　　　　　　こづう㌢ま牽／2穆の紘賜「じ吻，七。1才1ワ笹（表一コノで’
擁句瀦・協・堰獅（≠．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旦ぶδ。．てづい璃不掠陀急・・品鴻
　沃下ヒミスナギト・ll斜肉ナ孝6脅の4準rフ㍉33こセ加醜穿さ↓～－t・、るCF訓久、　l　rめ，
霧錫！鷲纏竃〆麗｝鶯1議鐵麟嘉慧
の c㌫㍑鴛〆ご汐厨石』㌶：讐玉墾壁嶋爵毒魅芸斎
畢捌勧堵垣批・ぴ‥吻促侮極海へ入　，帷恥（玉砺ち戸時丸
τンθア・ψzφ3〃39／ダ．ρ6夕／〆彦て・信穆タ（七。　　　　　　　　　　　　　　’1
の輌吋↓・膓〃旅±ぱ。こづ3管ilま～c醜れ穿・r　m6－118δ41・D本づ網融ヒ》り1喬を度一
ろ性噴木強く，幅ヒ娠四赤之十D傾白介演τ・硫豪t＋ち違極㌦，60°E一ζo°E、8ζ゜E一殆
・）模称ユ・蕩う。冷手×『0。E一し・△。E七偏」31≡（以上，　Vqξもパαじ一r7↑）ノ｛乏0・1三一↑ぴE
暫鴎芸隠縞融’旨辮・（纏・よ奮慧～参籔∵1°㌫籠藩潔：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○・ア壮＆k恨りt《観案¢絃・住⊃きつ～巳’・，（2）4辻aγc七cp立土γ・L　Sひ・wpごtγel
恥　・。3・・旦f…ク万λや杣・エー叫S⇒S㌧r珪・°吋旺・紬
・・5・α磁和猶・培、・∩辿rd｛・p・．吐・∩・つパ又恥百願・飾しエ・り〉こ
魂｝ま合・k阪ヒ艮μ・・，号弍担噛度の嵩u穆℃ヒ七弍⊥ら。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当は主・ユづR，、げE－1ξo・昼・輻玖．tD l『、）ζ一t『qη4　1「門斗9り？斗今ξo°E
－n。・E・・村涛1査（N輌。楓，lrrr、の・・○刊只「〈（c・叫木いr77）A吋αY（允阜c．6いε○一‘3）τA沽・＼dκヒ老叉ら十工o＞方“宮隣ヒ巳二▲よ・ぽ友
P亡弓斗餓種群（冷ヨトエ（由1バヒ回幽範働ヒ八・ッウ？1ズ｛二「・・た後～ント汚北
丁渋』角ち霧果で虫・1三×：　こφ蛭由は南～部τ1鵠し鉦tトーい寸知つこヒ亦S、一モ↑臨亘
力’㍑詳，はA一七。吋覗噺恥碗恰驚雀も蒲顯鞭稔㍍1疑輻蕊
罐遼纂註悪蕊ぱ芸㌻1『含蕊慧ぽ1｝慧；1㍗曇怒欝設鶴
寸㍗1栂o阜司南コ式∩調査喬象ぞ・ぽω。sニス南楠Lちo乏工っ八遁ゑヒあ3）寧・禾涼、〕調
昧麟。1冷棒・糾了いと乃・ζ，　　　　　　　　　　　　　　　　本i穫i直紅果ヒい乏》。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　34
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50一
60～
70一
姦一ユ List　or　bird　spec］es　observed
o 30 60 go
1°E）
1？c
田一工．・・ui・e・・ack・・f・，。一ぬm（＋），。。i。。，．ぬ。u
　　　（＋）and　　　　　　　　Shinano－Maru（囮）．
W“d■ri叩●ぬがro“　一
」‘Oht－m●nlbd　●ooty　●‘．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　一＿＿＿＿→＿＿＿．＿．．一
SOuth●rn　oj●nt　lu‘m●，
＿　＿　一　・＿頁r． ．．一
．．＿．　　■■■■■■■L■■■」一一■＿←＿＿
South■rn加‘m●r
＿＿一■＿j－．．
Ant●「C1，C　P●tr■1
c●P●　pig●on
Snow　p■‘r引
Wh），●－Chinn■O　pがr●1
＿．＿＿＿＿」■■
　　　　　　　　　．
．■■■」＿■■■■■■■■■■■■■■■1
SI）hεniscidae
　　　Pシθ・8白θZτθα砿ア・垣α｛Chinst・’aP　P・ngui・d
Diomedeidae
　　　斑捌θd6α　諏めn8　（Wandering　a⊥むatrOSS）
　　　ρf㎝θ4ρo　〃昭ZαηOP加‘θ　（Black－bro冒ed　81batross｝
　　　ρfomθ（1θα　oh1Ψ808亡o囎　（Gray－beaded　dユbatros6）
　　　P九ρ2●θ‘r云α　PαZpθわアα¢0　（Light～manLled　500ty　albaじross）
rrocellariidae
　　　輪r・nθσεθ6蜘α鹿・∂〔S。・thern　gi・・t　f・㎞・・｝
　　　鋤・・獺gZ・C’・Z・τ4θ・（S。・thern　f・lm・・）
　　　rhαZα880士00　0ηロアC6τCα　〔Antarctlc　petre1）
　　　αzpε旙on　cαρθ力8ε　（Cape　pigeon）
　　　Pαgodx・α願　n£oθα　（Snov　petrel）
　　　パθPαか㎝α2θ8θon乞（ぬ1te－headed　petreユ）
　　　P加cθZZα㍗’α　αθ㍗∠w）o力乞αZ’ε　（ぬユte－chlnned　petrel）
　　　九汀痴89崩6kθ（S。。ty　shear魂ter）
　　　Prion5
0ce息nltldae
　　　Ocθαη£‘θ8　06θαn乞c況8　（Wi150【）‘s　storm　petreユ）
Stercorariidae
　　　Cαthαx・αcカo　囮ασoo7▼ητckτ　（South　レoユar　skua）
Larldae
　　　Tem8
Sooty■●●即w●t■r
Prlon●
WlI●OW●　8‘Orm　p●‘r●1
、台m■
＿L＿一■■＿＿■■■■■■■し＿＿＿＿■■■■
0
一 　〇．01－0．49
　　　　60
Lor、gitude（OE）
一　 〇．50－0．99 ■■Lloo，9．99
．■、。．。．
120
図一ユTh。1。ngit。dinal
　　between　O　E－120　E．
distribution　of　sea－birds
囹一3Migra仁ion　of　Sooty　Shearwater
　in　the　Antarctic　Ocean；February
　1952．　Van　Oordt　＆　Kruijt（1953）．
35
南極にヂげるチ影覧監祖Kつし、マ
　　　　　　　　　　　　紘田遼郎
　　　　　　　　　　（固立極把石箸克賄）
　人＿間の4主んで・いろ’晋痘Yしての鍵Z嬬上のナこ　　「第！ヶ♪欠（／97す）ガ、ぢ第ノ9ンた（／9ク7）の間竜／
糺修水，海永，南袖も人硝の産髪活動上・踊頼目1昨のま3とし助“う，石緒視
の活登仏、てヒ毛与。て＿乞敦Kそのラ繰が逸模セ縮ケして綾げるこγとした。越冬ほ13
んできている．そして工場や車亨助・ら空キ之名ぞ土言己3蔀門から女乏1くX童威。3仮
へ出焔廃棄がス・掛靱がその周辺の穴噺克耐来もで担蔭・け助覧齢匙醍祈
気、く光一イし学ズεいノブ・・を緒ハ主させ，人マ、く脅く　も．の1才，叛才ようにした．
のネ鰭を☆ているし，co。・増加1才鱒采噺は擁，6、臨妙覧科学き論祈賓毛☆め
上。；蹄晶をも商す二とが懸叙れマいるμも1・，》・起・纏，そ・才か獅旦ε
ろ。人間丸食から毘される責尿や，工場から）、れマ，国克極地訴1え夘Kおいそ．媛虎科学
耐櫛廃糞物研・bk，鋤得ひε豊栄養化㌢ン炉グ。，ム辞1。・に，、呼つ翰シンか・
させ，訴ラ朝匂ど・ち号く礎遠さ也マいる．　ま　グっ，ムKWいマ，％くり1所寮慶表枢行勺わ
倍聯胎僻鷲敬物脈より，重金篇れ拓頑…弟む湖2詠、ガ裏の柚か・触
瀦禁；竺鶴㌘難㌘㍊三；㌻鷲㌘霧1：註纂㌶：
野菜つ別て］6嶺され，遂1く人㌘の体の庭康色　気も通」ジタk防申1く畜績江れてu3ことも知リ
おかすきて’1泊・た・　　　　　　　，ここ診で・人闇遠勧の双んρしピε示し右・
　こφ」う勺⇒ヒカ、“みえ始め荒頃（ロ召如4麟）一方この付重＿φ植物霜の調ノ奮已行い，コケヤ
，これらの環籏［膓ラ毅択遂に世卑合｛本に笈弩活把衣の分希tシ解づτぎ喪。特1くエ壊の中，湖
Kパ類の産乾筋の燭ヵ・ら鼠く．しカW近劾k，飲料’k碑め類踊調査も行パどこ
っ・きKくい南極においマ，援境調査臼るこラ，差地。こ・・〈亘Lいどころしカ・巧染が遮んで
どパ靖であるピしマ．嘗合敷授，、鳥雇敷授、咋、べY舗琴．を．しかし，がス壊疸εみ
，朝比奈数授Yそれそ“れの倉野のテ’マをε　しすぱ気惇菌ああZこど毛報省ゴ人有・ど吟
行。マ覆痘科学の総飾物石校ア・ジ。7ようη経過τ篭楕蝋Fの例δわ炉ら伽・■・
トを蓮行する這にした．　　　　　昭和基把イ植でどったアデ1レやンギン・脂
　封噺5次（恥¢坤，、η3），茅！6次の肪の中KP己β方堅旦レマD3。
旬多・・クト叱しマ，き劇3とんど・三3i穀1h　南極震痴バτ⑭ようなば膓是で・あ3かどいう
てい匂い》考Lられる南極で“99柔ロ」巨地周辺こど松」メ分3ど1司ロ寺1く，いくつヵ’A面で’違行し
の也物圏を・Pべzサる援産科学総■研究”宅　つつある秀染の状采む知多二と酬でぎたので・
沢め面から鏑奮ε違．めるこY叱ナ」ヲた。　　　ある。　今緒15その杖…｝ヒを追跡す多とともに
生吻鵜阿門：人為：裸の’ぐ・・クワ・ランドZし，一す和務懸，物知盾媛，人闇話鋤研
　　ての露岸地疲の生態系・獅寮バグ昭和領ρ一つYしマ，窒儲嫌を勧緒・段，
　　萎・地付迩の・k曾汚渇ρ1£物学餉判足　　　昭和巷地周辺の］媛クセ毛二9、1ンブの文のテー
把鋸化学抑門：把嬬汚堤物質の地妬化㌢助研マのむピK，第20文ζ／9クρ）磁から締克を怜
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　　　　　　　　　　　　　　昭和基地周辺の土壌細菌
　　　　　　　　　　　　　　　特に人為汚染を中心として
　　　　　　　　　　　○合　田　　朗・松前　昭広・豊田　小夜子
　　　　　　　　　　　　（北里大・衛生）　　（北研）　　　（北　研）
目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隊採取土壌ともに大腸菌は分離されなかった。
　第15次隊　渡部和彦隊員により’昭和基地　2）　第18次隊採取土壌の一般細菌総数および
を中心とし，東西南北に人の行動範囲に・初　真菌総数は，基地主要部周縁（100m近辺）で
めは1001n，次いで200　m毎に約1β001nに互っ　最も多く，離れるに従って，ほとんど検出さ
て設定された定点75ケ所より採取した試料に　れないか，あるいは減少が認められた。
ついて，人の常在菌叢と関係のある菌を指標　3）　ペンギン・ルッカリーのあるオングルヵ
として，人為汚染の程度を測定することを主　ルベン島では，一般細菌総数は105～106／θで
たる目的とし，併せて南極地域に特有の細菌，あった。
又はカビ類が存在するかどうかを検索するこ　4）　宿舎中心に近い地点からは，37℃で発育
とをも目的とした。　　　　　　　　　　　する細菌が総体的に多く分離された。
材料および方法　　　　　　　　　　　　　　5）　宿舎内で分離された真菌は，37℃では発
　1．材料：土壌材料は第18次隊および第19次　育せず，0℃，4°～5℃で斑痕的発育を示し，
隊によって採取されたものであり，採取後　　20℃，25℃，27℃で発育した。
－ 20℃に保存日本へ移送後，18次隊土壌は4℃　6）　分離された473菌株について簡易同定を
に，19次隊土壌は一20℃に保存し，入手後約　行ったが，37℃培養で得られた分離菌の11％
7～10ケ月後に開封した。　　　　　　　　　がグラム陰性菌で，残り89％はグラム陽性菌
　叉第16次隊　市丸雄平隊員によって行はれ　であり，20℃で得られた菌は，グラム陰性菌が
た落下法による基地宿舎各所の真菌調査で36
ケ所で得られた3，000株のうちから選別された
164株は，　サブロー寒天斜面に培養後冷暗所
に保存，　日本へ移送され，　同培地上に移植し
保存した。
　2．検査方法：滅菌ポリ容器内の土壌を各々
適量取り，生理食塩水に浮遊した。それらを
所定濃度に稀釈し，大腸菌検査にはEMB培地
およびDHL培地（栄研）を用い，37℃48時間
培養した。また，一般細菌総数検査には，
Brain　Heart　Infu6ion培地（Oxid）を用い，37℃
48時間および20℃，7日間培養した。尚，第19
次隊採取土壌は，　20℃培養のみを行った。　一
般真菌検査は，Potato　dθxtrose培地（研究室
製）を用いて，20℃7日培養を行った。各濃
度毎にプレート3枚を使用し，生じた集落を
算定して総菌数を得た。また，　一試料当り約
10菌株を分離保存し，　Oowanの方法に従い簡易
同定を行った。また，真菌は後にスライド培
養法を用いて形態観察を行い，　おSよその属
を決定した。
結果
1）　75定点の試料からは，第18次隊，第19次
9％，残り91％がグラム陽性菌であった。
此等の菌の一般鑑別の結果は，33％がBacinus，
26％がCorynθbacteri叫Rothia　group，　7　％が
Micrococcusであった。
7）　宿舎の真菌調査で最も検出頻度の高かっ
たのはSporoboromアceθで，次いでPeniciユ1iu皿，
PaCil10myces，　Ge。tricumが続き，　A日pergiユ1u日
属は少なかった。黒色分芽菌は再生が悪かっ
た。汚染の著しい個所は，　サロン居住室，食
堂および地学棟で，　少い所は気象棟，工作室，
送信棟，およびトラック，雪上車であった。
8）　現在迄に南極特有と考えられる様な菌は
検出されていない。
考察
　第18次および第19次隊採取の試料中からは大
腸菌が検出されなかったことは，前回の報告
で飲料水，水道水中からも検出されたのに較
べ大変な相違であり，これは施設改善の結果
と考えられる。　しかし本調査でも基地周辺で
総菌数が多く，離れるに従って菌数は減少，
または全く認められなくなっていることから，
ヒトの行動の頻度と菌数が関連していること
がうか×われるので，ヒトによる環境汚染の
37
指標の一つとして細菌学的検査が有用であろ
うと考えられる。
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昭和基地周乏の工康藻類帖息と工磨累境
　　　　　　朱山　　優　　（島根燈㌧赦茸4叩）
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　　　　　　　　％如瑳従周已の爵類
　　　　　　　　神頃惰史
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　　　　　　　　　　　　大型動物‘斌る環境堅硯
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の楠的醸砿嬢ど汲の役蜘1色1畝翻くペンギン綱体綴動乞縫シ昧
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れる・ノ脇鞠騨丁噺申断鉢文〆輌繊で・駕アカペパン刎固緒・訂
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’朔いと馴フ焔．人の擁が徽1冴吻れ將来同。し二う・次oい，物携巨殉
て褒吹ヒ、・ラカi乙を槍くろ：レdでき恥・が：基本旬な賓茅†の蕎積ザ望舖ろし二ろである，
主ぢ、原因ヒ考えるのr詩兵理であうク。
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